
第３学年 算数科指導案 

                           場 所：３年教室  
                                        授業者：                      

１ 単元名 「小数」 

 

２ 単元の目標 

・小数を用いると整数で表せない端数部分の大きさを表すことができるなどのよさに気づき，進んで生活や学

習に活用しようとする。(関) 

・端数部分の大きさを表すとき，整数の十進位取り記数法の考え方や分数の等分したいくつ分の考えをもとに

して新たな単位（０．１）をつくり，そのいくつ分で表すなど，拡張して考える。(考) 

・小数と分母が１０の分数の大きさについて，そのいくつ分で表すなど，拡張して考える。（考） 

・１／１０の位までの小数の加法及び減法の計算を，整数の計算をもとにして考え，具体物図や式を用いて答

えを求めたり，考えを深めたりする。（考） 

・端数部分の大きさを小数を用いて表したり，大小比較をしたりすることができる。また，１／１０の位まで

の小数と分母が１０の分数の大小比較や，１／１０の位までの小数の加法及び減法の計算ができる。(技) 

・小数の表し方，構成，順序，系列，整数や分数との関係がわかる。(知) 
 

３ 指導にあたって 

（１）教材観 

   この単元に関わって，学習指導要領には，以下のように，述べられている。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

本単元では，１Ｌのはしたのかさを１Ｌを１０等分したかさのいくつ分で表すことにより，小数の意味や表

し方について導入していく。また，長さについても小数を用いて表すことができるようにし，徐々に小数を数

としてみることができるように学習していく。小数を数としてみるよりどころとして，小数が整数と同じ十進

位取り記数法のしくみをもつ数であることを理解させる。整数の場合は，ある単位の大きさ（１）を１０等分

して新たな単位（０．１）をつくり，その単位のいくつ分かで大きさを表しているのである。これは分数で学

習した，「１を○等分したいくつ分」のなかの○等分を１０等分と置き換えて考えることと関連させることが

できる。それによって，「１／１０の位」という用語と意味について指導していくことが大切である。また，

小数でも整数の考え方を拡張して，順序や系列があること，大小比較ができること，加法，減法の計算ができ

ることなどを数直線を使い，視覚的にも小数をとらえやすくし，順序よく学習できるようにしていきたい。 

（２）児童の実態(男子７人 女子５人) 

単元「小数」の準備テストの結果は，以下のようであった。（１２人中） 

問題のねらい 正答人数 多かった誤答など 

２位数の構成を理解しているか。 １２  

１L＝１０ｄL，１ｃｍ＝１０ｍｍの関係，分数での表し方，
長さとかさの単位の関係を理解しているか。 

９ ・１dＬ＝10/10Ｌ 1 より小さい数の数量感覚が弱い 
・１mm＝10/10cm 

２位数や３位数の加法の計算をすることができるか。 １０ ・157＋243＝300 繰り上がりの誤り 

２位数や３位数の減法の計算をすることができるか。 １０ ・305－186＝219 繰り下がりの誤り 

１より小さい数の数量感覚が弱く、大きさを実感としてとらえきれていないと思われる児童が少なくない。

また、計算の基本的操作は理解していても、繰り上がり繰り下がりを間違えている児童がいる。 

 

 

A（５）小数の意味や表し方について理解できるようにする。 

 ア 端数部分の大きさを表すのに小数を用いること。また，小数の表し方及び１／１０の位について知 

ること。 

 イ １／１０の位までの小数の加法及び減法の意味について理解し，計算の仕方を考え，それらの計算

ができること。 

[算数的活動] 

 ア 整数，小数及び分数についての計算の意味や計算の仕方を，具体物を用いたり，言葉，数，式，図

を用いたりして考え，説明する活動 

 イ 小数や分数を具体物，図，数直線を用いて表し，大きさを比べる活動 



４ 研究主題に関わって 

（１）思考力・判断力・表現力のとらえの明確化と，それを高めるための学習過程の工夫（研究内容①） 

本時の思考力・判断力・表現力を，次のようにとらえた。また，それらを高めるために手立てを次のようにす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）授業の役割を明確にした単元指導計画の作成（研究内容②） 

  単元指導計画参照 

（３）基礎的・基本的な知識・技能の定着を図る学習活動と評価の工夫のあり方（研究内容③） 

○一単位時間の終末における指導の工夫 

  本時は，Ａ［知識・技能の定着を図ることに重点を置く授業］に位置づけている。技能の定着を図ることを目

指して，十分に練習問題に取り組み，学習内容を確かにする活動を授業の終末に位置づける。P131 りんご問題は

板書を参考にして，０.１のいくつ分で考えたかも明記するように指示し，どの子も自力解決ができることを目指

す。P131 りんご問題が終わった児童は，用意してある答えを見て自分で答え合わせをする。その後，P131 鉛筆

２に取り組む。終わったら，P131 鉛筆２も用意してある答えを見て自分で答え合わせをする。更に，両方の問題

ができた児童は P215９にも取組む。P215９は，教科書の解答を見て自分で答え合わせを行う。 

教師は，計算に抵抗を感じている児童を中心に，指導援助を行う。すべての計算練習ができた児童は，自分で

問題を作る取組をさせる。 

○実態把握から定着の弱さを補充する時間の位置付けの工夫 

単元「小数」の準備テストの結果から，大きさを実感としてとらえきれていない児童がいることが分かった。

そこで、朝学習での復習を位置付けるとともに、毎時間に具体的な数量関係をとらえるための絵や図を活用した

問題把握や導入を行う。また、考えを言葉にするために書く時間やペア交流を重視した指導を進める。 

【思考力】 
課題を結論に導く過程に働く，考え

を進める数学的な考え方や，解決の手
法としての数学的な考え方を活用し
て自分なりの結論を導き出す力 

【判断力】 
解決の見通しや解決の過程，その結
論の正否を明確な根拠をあげて論理
的・合理的に導き出す力 

【表現力】 
数学的な用語，記号などを用いて、
問題の解決過程における考え方や処理
の仕方や結果を分かりやすく表した
り，説明したりする力 

【思考力を高める手だて】 
○既習を想起させ、比べること（似
ていることや違うところ）で、解
決方法を導き出せるようにする。      

            →（１） 
思考力を高める手立て（１） 
・減法であることをとらえさせる 
ために，手の操作で確認をして立
式の根拠を説明できるようにす
る。また，前時を想起させ，線分
図や０.１のいくつ分で考えれば
計算できそうだと解決の見通し
をもたせる。 
 
○振り返りの場でのより確かな実
感・納得へ導き出せるようにす
る。         →（６） 
思考力を高める手立て（６） 
・板書で，「０.１のいくつ分で考え
ると計算できる」をキーワードと
して全員で確認する。そして，ま
とめを自分で書けるようにする。 

 

【判断力を高める手だて】 
○磨き合う場での判断をせまる場
を位置付ける。    →（４） 
 
判断力を高める手立て（４） 
・全体交流において，線分図と０．
６は０．１の６こ分などの言葉を
つなげて考えることができるよ
うにする。 
 
○２つ目の問題を位置付け、そこか
ら有効性の判断をし、一般化させ
る。         →（５） 
 
判断力を高める手立て（５） 
・問題の２つ目でも「同じように０．
１のいくつ分で考えて式ででき
るか。」と投げかけてから取り組
ませる。 
 
 

【表現力を高める手だて】 
○言葉や図、式で表現する活動を位
置付け、考えを表現させる。          
             →
（２） 
表現力を高める手立て（２） 
・個人追究で全く歩み出せない児童
には，線分図の続きが書けそうな
補助プリントを用意する。 
 
○数学的な表現を明確にする。ま
た，ペア交流を位置付け、相手意
識をもたせたり、相互評価させた
りする。         →
（３） 
              
表現力を高める手立て（３） 
・ペア交流を位置付けて，０．１の
いくつ分で考えて計算するやり
方を正しく説明する時間を位置
付ける。 
 

【本時の思考力】 
○前時の０.５＋０.３を比較して，
本時も１／１０の位の計算になる
ことを見つけ，線分図や式で考え
れば計算できそうだと解決の見通
しをもつこと。 
○キーワード「０.１のいくつ分で考
える」を使って，まとめを自分の
言葉で書けること。 

【本時の判断力】 
○線分図と式とを結びつけて見るこ
と。 

○問題の１つ目の考え方と同じよう 
 に，問題の２つ目も０.１のいくつ
分で考えて計算すること。 

【本時の表現力】 
○線分図や式で，自分なりの考えを表
現できること。 
○「０.１のいくつ分」という言葉を
入れて，順序立てて計算の手順を説
明できること。 
 



５ 単元指導計画 
第３学年｢小数｣ 全１２時間     A:「知識・技能の定着を図ることに重点を置く授業」 B:「知識・技能を活用し，思考力・判断力・表現力などを育むことに重点を置く授業」 

小単元 引き出す授業 
はしたの大きさの表し方       小数のしくみ 

時 １・２ ３ ４ ５ ６ 
 

ねらい 
かさの測定の操作をする活動
を通して，端数部分の大きさを分
数だけでなく小数にも表せるこ
とに気づき，小数で表すことがで
きる。 

テープの長さを計る活動を通
して，長さの場合でも小数で表せ
ることに気付き，小数で表すこと
ができる。 

小数を数直線上に表す活動を
通して，「１／１０の位」，「小数
第一位」の用語とそれらの意味を
理解し，小数を数直線上に表した
り読み取ったりしたりすること
ができる。 

小数や整数を数直線に表す活
動を通して，小数の大小を比較す
ることができる。 

小数と分母が１０の分数を比
べる活動を通して，小数か分数の
どちらかにそろえたりすると比
べることができることに気付き，
小数と分母が１０の分数の大小
を比較することができる。 

授業展開 Ａ Ａ A A Ａ 

主な 
つまずき 

０．１Lを基に０．１のいくつ
分でかさを表すことができない。 

０．１ｃｍを基に０．１のいく
つ分で長さを表すことができな
い。 

小数を数直線上に表せない。 小数の大小を比べられない。 分数を小数に，小数を分数に直
すことができない。 

主な 
つまずき 
への 
指導援助 

０．１Lが１ｄLと同じかさで
あることの意味を確認し．実際に
ますを用いて操作する活動を取
り入れる。 

０．１ｃｍが１ｍｍと同じ長さ
であることの意味を確認する。 

１めもりがいくつなのかを確
認し，しるしをつけながら０．１
のいくつ分かを数える。 

小数を数直線上に表し，視覚的
に比べられるようにする。 

０．１は分数にすると１／１０
になることを確認する。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 主 
 な 
 学 
 習 
 活 
 動 

問題を提示する 
 
 
 
 
 
課題を確認する 
 
 
 
個人追究をする 
○はしたのかさを表している図
を見て，何 Lか考える。 

確認する 
○１／１０Lを０．１L（れい点
いちリットル）と書く。 
○０，１Lの３つ分のかさを０．
３L（れい点さんリットル）と
書く。 
○０．１L を１０こ集めたかさ
は，１L 
まとめる 
 
 
 
 
練習に取り組む 
教科書Ｐ１２３鉛１～４ 
教科書Ｐ２１５１ 

問題を提示する 
 
 
 
課題を確認する 
 
 
 
個人追究をする 
○ｃｍだけで表すにはどうした
らよいか考える。 
確認する 
○１ｍｍは０．１ｃｍと表せる。 
まとめる 
 
 
 
 
 
練習に取り組む 
教科書Ｐ１２４鉛５、６ 
教科書Ｐ２１５２、３ 

問題を提示する 
 
 
課題を確認する 
 
 
 
個人追究をする 
○１めもりはいくつか考える。 
○それぞれの小数を数の線の上
にどう表すか考える。 
確認する 
○小数点のすぐ右の位を１／１
０の位という。 
○１／１０の位のことを小数第
一位ともいう。 
○数の線のことを数直線という。 
まとめる 
 
 
 
練習に取り組む 
教科書Ｐ１２５鉛１、２ 
教科書Ｐ１２６鉛３～５ 
教科書Ｐ２１５４、５ 
 

問題を提示する 
 
 
 
課題を確認する 
 
 
 
個人追究をする 
○それぞれの小数や整数を数直
線上に表し，大小を考える。 
確認する 
○１／１０は０．１と表すことが
できる。 
まとめる 
 
 
 
練習に取り組む 
教科書Ｐ１２７鉛６ 
教科書Ｐ２１５６ 

問題を提示する 
 
 
 
 
課題を確認する 
 
 
 
個人追究をする 
○分数を小数に直して考える。 
○小数を分数に直して考える。 
○数直線に表して考える。 
確認する 
○小数と分数の形のままでは比
べることができない。 
まとめる 
 
 
 
 
 
練習に取り組む 
教科書Ｐ１２８鉛７ 
教科書Ｐ２１５７ 

 
評価規準 

端数部分を小数で表す表し方
や読み方を理解している。 
【知識・理解】 

長さの場合でも，複名数で表さ
れる数量を小数を用いて単名数
で表すことができる。 
【技能】 

「１／１０の位」「小数第一位」
の用語とそれらの意味を理解し，
数直線上に小数を表したり，表さ
れた小数を読み取ったりするこ
とができる。【知識・理解】 

小数の十進構造や順序，系列に
ついての理解に基づいて，小数の
大小比較ができる。 
【技能】 

小数と分数の大小を比較する
ときに，小数から分数，分数から
小数に直して大小比較すること
ができる。【技能】 

 

ポットに入っている水のか
さを，１Lますではかったら，
次のように２L とあと少しは
したがありました。水のかさは
全部で何Ｌといえばいいでし

はしたの大きさの表し方を
考えよう。 

３／１０Lは０，３Lと表す
ことができる。０.１，０.２，
０.３のように表した数を小数
という。 

次のテープの長さは，何cm
といえばよいでしょう。 

テープの長さをｃｍだけを
使って表そう。 
 

１ｍｍは０．１ｃｍと表すこ
とができる。 
８ｃｍ６ｍｍは８．６ｃｍと表
すことができる。 

０．７L と２．６L を下の
数の線に表しましょう。 

次の数を，小さいじゅんに
書きましょう。 
 

小数や整数を数直線に表す
と大きさがわかりやすい。 
 

６／１０と０．７では，どち
らが大きいでしょう。 
 

小数と分数の大きさ比べを
するときは，小数か分数のどち
らかにそろえるとくらべるこ
とができる。 

それぞれのＬを数の線の上
に表そう。 
 

数直線の上に小数を表すと
きも，０，１のいくつ分で考え
るとよい。 

小数や整数の大きさ比べを
しよう。  小数や分数の大きさ比べを

しよう。  



 
 
 
 
小単元 高めていく授業 

小数のたし算とひき算 
生かす授業 
まとめの練習 

時 ７ ８（本時） ９ １０ １１・１２ 
ねらい ０．５＋０．３のような１／１０の位ま

での加法を線分図や０．１のいくつ分で考

える活動を通して，小数のたし算は０．１

のいくつ分で考えると計算することがで

きると気付き，小数の加法の計算の仕方を

考えることができる。 

０．６－０．２のような１／１０
の位までの減法の計算の仕方を考え
る活動を通して，０．１のいくつ分
で考えると計算することができるこ
とに気付き，小数の減法が正しく計
算できる。 
 

３．５＋２．８のような何．何＋
何．何の小数の加法を，０．１のい
くつ分で計算する活動を通して，同
じ位で計算すれば筆算で計算するこ
とができることに気付き，小数の加
法の計算の仕方を考えることができ
る。 

６．３－４．７のような何．何－
何．何の小数の減法を，筆算を使っ
て計算する活動を通して，１／１０
の位までの小数の減法を筆算で計算
することができる。 

学習したことを活かし，問題を解
くことができる。 

授業展開 B A Ｂ Ａ Ａ 
主な 
つまずき 

０．５が０．１の５こ分などとい
う見方ができない。 

線分図に書き表すことができな
い。 

３．５や２．８を０．１のいくつ
分かに直せない。 

位をそろえて筆算ができない。 既習事項を使って，問題を解くこ
とができない。 

主な 
つまずきへの 
 指導援助 

０．５や０．３が０．１のいくつ
分なのかを確認する。 

線分図に数が書き込めるような補
助プリントを用意する。 

１は０．１の１０個分だと確認し
てから個人追究にはいる。 

９マスを作り、そのマスの上に位
を書き，点の位置をそろえて書くよ
うにする。 

教科書，ノート，掲示などで振り
返り，問題の意味を確認する。 

 
 
 
 
 
  主 
  な 
  学 
  習 
  活 
  動 

問題を提示する 
 
 
 
課題を確認する 
 
課題を確認する 
 
 
 
 
個人追究をする 
○線分図でめもりを数えて考える。 
○０．１のいくつ分をもとに５個分
と３個分を合わせて考える。 

 
確認する 
○小数のたし算は，０．１のいくつ
分で考えて計算する。 

まとめる 
 
 
 
 
 
 
練習に取り組む 
教科書Ｐ１３０りんご問題 

 鉛１  

問題を提示する 
 
 
 
 
 
 
課題を確認する 
 
 
 
 
個人追究をする 
○線分図でめもりを数えて考える。 
○０．１のいくつ分をもとに６個分
から２個分を引いて考える。 
 
確認する 
○小数のひき算も，０．１のいくつ
分で考えて計算する。  
まとめる 
 
 
 
 
 
練習に取り組む 
教科書Ｐ１３１りんご問題 

 鉛２ 
教科書Ｐ２１５９ 

問題を提示する 
 
 
 
 
 
 
課題を確認する 
 
 
 
 
個人追究をする 
○０．１をもとにして３５個分と２
８個分を合わせて考える。 
○同じ位の数をたし算して考える。 
 
確認する 
○３．５＋２．８を筆算で計算する。 
 
まとめる 
 
 
 
 
 
 
練習に取り組む 
教科書Ｐ１３２鉛３ 

問題を提示する 
 
 
 
 
課題を確認する 
 
 
 
 
 
個人追究をする 
○小数の筆算で考える。 
 
確認する 
○６．３－４．７も筆算で計算でき
る。 

 
まとめる 
 
 
 
 
 
練習に取り組む 
教科書Ｐ１３３鉛４ 
教科書Ｐ２１５１１ 

問題を提示する 
 
 
課題を確認する 
 
 
 
 
個人追究をする 
○答えを印刷準備しておき，自己採
点できるようにする。 

○教科書の問題が確実にできた児童 
 は，補充問題に取り組む。 
 
 

  
評価規準 

１／１０の位までの小数の加法で，０．

１のいくつ分という見方をもとにして小

数の加法の計算の仕方を説明することが

できる。【考え方】 

１／１０の位までの小数の減法の計算

の仕方を理解し，計算することができる。 

【技能】 

１／１０の位までの小数の加法の計算

の筆算の仕方を理解し，小数の加法の筆算

を関連付けて考えている。【考え方】 

１／１０の位までの小数の減法の計算

を筆算でできる。 

【技能】 

小数の表し方，構成を理解し小数の大小

比較や加減の計算をすることができる。 

【技能】 

 

ジュースが０．５Ｌ入っている
パックと，０．３Ｌ入っているパ
ックがあります。１つのびんに入
れると，何Ｌになるでしょう。  
０．５＋０．３のような，１／

１０のくらいまでの小数のたし
算の計算のしかたを考えよう。 

０．５＋０．３のような１／１
０のくらいまでのたし算の計算
は，０．１のいくつ分で考えると
計算することができる。 

牛にゅうがパックに０．６Ｌあ
りました。ケーキを作るのに，０．
２Ｌ使いました。パックの中の牛
にゅうは，何Ｌになったでしょう。 

 

０．６－０．２のような，１／
１０のくらいのまでの小数のひ
き算の計算のしかたを考えよう。 
 

スポーツドリンクが３．５Ｌ入
っている入れ物と，２．８Ｌ入っ
ている入れ物があります。１つの
入れ物に入れると，何Ｌになるで
しょう。 

 
３．５＋２．８のような，一の
くらいにも数があるときの小数
のたし算の計算の仕方を考えよ
う。 

スポーツドリンクを６．３Ｌ持
ってきました。４．７Ｌ飲むと，
のこりは何Ｌでしょう。 
 

６．３－４．７のような，一の
くらいにも数があるときの小数
のひき算の計算の仕方を考えよ
う。 

６．３－４．７のような，一の
くらいにも数があるときの小数の
ひき算も，筆算を使って計算でき
る。 ０．６－０．２のような１／１

０のくらいまでのひき算の計算
も，０．１のいくつ分で考えると
計算することができる。 

３．５＋２．８のような一のく
らいにも数があるときの小数のた
し算は，筆算を使って計算するこ
とができる。 

（教科書Ｐ１３４，１３５） 

練習しよう。 



６ 本時のねらい 
  ０．６－０．２のような１／１０の位までの減法の計算を線分図や式で考える活動を通して，加法と同じ
ように０．１のいくつ分で考えれば計算できることに気付き，小数の減法が正しく計算できる。 

 

７ 本時の学習展開（８／１２） 

過程 学 習 活 動 指導・援助 

見
付
け
る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
考
え
る 
 
 
 
 
 
 
 
磨
き
合
う 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
振
り
返
る 

１ ０．６－０．２の式で表される問題場面から，１／１０の位の減法の計算の仕方を

考えるという課題を見付ける。 

 

 

・分かっていることは，「牛にゅうがパックに０．６Ｌありました。ケーキを作るのに，

０．２Ｌ使いました。」です。 

・求めたいことは，「パックの中の牛にゅうは，何Ｌになったでしょう。」です。 

・式は，０．６－０．２です。わけは，０．６Ｌあって，０．２Ｌ使った残りの量が知

りたいからです。 

・前の時間と似ているところは，１／１０の位の計算です。 

・前の時間と違うところは，前はたし算だったけど今日はひき算です。  

・前の学習では０．１のいくつ分で考えたので，今日も同じように考えられそうです。 

 

 

２ 計算できそうだという見通しをもち，個人追究する。 

・線分図で考える             ・式で考える 

 

 

 

 

 

 

 

３ 全体交流をして，よりよい考え方を追究する。 

 

 

 

４ ペア交流を位置付け，自分の考えを深める。 

５ 有効性の判断をして，一般化するための問題を位置付ける。 

 

                    

繰り下がりのある小数のひき算 

でも同じように０．１のいくつ分 

で考えると計算できる。 

 

 

６ ０．１のいくつ分で考えて計算したことを確かめ，自分なりに得た結論をまとめる。 

 

 

  

７ 練習問題をする。 

 教科書Ｐ１３１りんご問題と鉛筆２，教科書Ｐ２１５９に取り組む。 

 

思考力を高める手立て（１） 
・減法であることをとらえ
させるために，手の操作
で確認をして立式の根拠
を説明できるようにす
る。また，前時を想起さ
せ，線分図や０．１のい
くつ分で考えれば計算で
きそうだと解決の見通し
をもたせる。 
 
表現力を高める手立て（２） 
・個人追究で全く歩み出せ
ない児童には，線分図の
続きが書けそうな補助プ
リントを用意する。 
 
 
 
 
判断力を高める手立て（４） 
・全体交流において，線分
図と０．６は０．１の６
こ分などの言葉をつなげ
て考えることができるよ
うにする。  
 
表現力を高める手立て（３） 
・ペア交流を位置付けて，
０．１のいくつ分で考え
て計算するやり方を正し
く説明する時間を位置付
ける。 
 
判断力を高める手立て（５） 
・問題の２つ目でも「同じ
ように０．１のいくつ分
で考えて式でできるか。」
と投げかけてから取り組
ませる。 
 
思考力を高める手立て（６） 
・板書で，「０．１のいくつ
分で考えると計算でき
る」をキーワードとして
全員で確認する。そして，
まとめを自分で書けるよ
うにする。 
 
 
 
評価規準【技能】 
 
 
 
 
 
 
☆数図と式の方法を結びつ
ける活動の中で，根拠を
明らかにして，より論理
的に考えることができ
る。（行動力） 

 １／１０の位までの小
数の減法の計算の仕方を
理解し，計算することが
できる。 
 

０．６－０．２のような，１／１０のくらいの小数のひき算もたし算と同じよ
うに計算できるか考えよう。 

 牛にゅうがパックに０．６Ｌありました。ケーキを作るのに，０．２Ｌ使いま
した。パックの中の牛にゅうは，何Ｌになったでしょう。 

線分図や０．１の

いくつ分で考えられ

ないかな。 

 やっぱり，１／１０のくらいの小数のひき算も，０．１のいくつ分で考える
と計算できる。 

０．１のいくつ分で

考えれば計算できそ

う。 

問題 １．２－０．７の計算のしかたを考えましょう。 
 

小数のひき算も，小数のたし

算と同じように０．１のいくつ

分で考えると計算できる。 

 

 

 
 
 
のこりが ０．４なので 
０．６－０．２＝０．４ 

答え ０．４Ｌ 

 

０．６Ｌ 

０．２Ｌ 
□Ｌ  

 
０．６は０．１の６こ分 
０．２は０．１の２こ分 
６－２＝４ 
 
のこりは０．１の４こ分 
だから，０．４ 
 
式 ０．６－０．２＝０．４ 

 
答え ０．４Ｌ 

 

１．２－０．７ 

１２－７＝５ 

１．２－０．７＝０．５ 
 
 



 


